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智学館中等教育学校校舎

2008年4月に開校した6年間の中高一
貫教育校である「 智学館中等教育学
校」。校舎は、「木立の中の分節された
校舎群」と「木造2階建て」のコンセプト
から造られ、さらに「片側廊下型教室」と

「囲み型配置」という特徴が加わり、万
遍なく自然光が行き渡る内部空間の創
出を実現し、温かくやわらかな雰囲気で
ある。校舎に囲まれた一辺30ｍの四角
な中庭は、生徒たちが集い語らう場とし
て、床仕上げは板張りを主にするなど、
温もりと安らぎを感じることができる空間
を作り出している。

Close Up TOKIWA
常磐大学高等学校男子バスケットボール部を紹介

17

3 私たちの学びをお見せします

Welcome to CHIGAKUKAN English!

学びの環境

智学館生に贈る言葉

5
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部活動紹介



人
間
の
尊
厳
を
大
切
に
し

世
界
的
視
野
で
行
動
で
き
る

人
材
を
育
て
る

　

水
戸
の
新
緑
が
ま
ぶ
し
い
6
月
初
旬
。
春
の
入
学
式

か
ら
2
ヶ
月
が
経
っ
た
智
学
館
に
は
、一
期
生
の
活
気
が

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
ど
の
ク
ラ
ス
で
も
、
先
生
の
問
い

か
け
に
恥
ず
か
し
が
ら
ず
手
を
上
げ
て
大
き
な
声
で
返

事
を
し
、
語
ら
れ
る
こ
と
に
は
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
聞

き
入
る
生
徒
た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
山
田
隆
士

校
長
が「
生
徒
の
、
知
る
こ
と
へ
の
意
識
や
関
心
が
非

常
に
高
い
」と
話
す
通
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
本
気
で
授
業

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

新しい学校、新しい学び。
今年４月、智学館中等教育学校がいよいよ始動しました。
これまでにも本誌でその一部をご紹介してきた、
設立の理念や独自の教育システムが実践されています。
今回は、始まったばかりの智学館を総力特集です。

ついに開校！  中 等 教 育 学 校

　

智
学
館
は
、
中
学
校
か
ら
高
校
ま
で
の
6
年
間
を

一
貫
し
た
教
育
体
制
の
中
で
行
う
中
等
教
育
学
校
で

す
。
学
習
面
で
は
自
由
度
の
高
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成

を
活
か
し
、
通
常
よ
り
高
次
の
学
習
内
容
を
勉
強
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
理
科
の
実
験
や

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
、
単
に
教
科
書
だ
け
で
は
な

く
自
分
で
体
験
し
て
考
え
る
探
検
型
の
学
習
方
法
が

充
実
。
さ
ら
に
生
活
面
を
見
る
と
、
将
来
的
に
は
年
の

離
れ
た
生
徒
と
関
わ
り
合
う
の
で
、
先
輩
は
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
取
っ
て
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
自
発
的
に
活
動
し
、

後
輩
は
先
輩
に
大
い
に
学
ぶ
と
い
う
、
お
互
い
の
連
携

が
期
待
で
き
ま
す
。
6
年
間
の
年
月
を
共
に
過
ご
す

友
人
関
係
は一
生
の
も
の
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

智 学 館

� �



登校
8:30

特集・智学館中等教育学校

智学館タイム
8:30~8:40

授業
8:50ランチタイム

11:55

授業
12:50

部活・下校
16:20

私
た
ち
の
学
び
を
お
見
せ
し
ま
す

4限 12:50～13:45
5限 13:55～14:50
6限 15:00～15:55

通学バスが到着しました。出迎える先生
に「おはようございます！」と挨拶しなが
ら、智学館の正門をくぐっていきます。

智
学
館
で
は

ど
ん
な
学
校
生
活
が

送
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

新
1
年
生
の一
日
に

密
着
し
ま
し
た
。

登校すると、毎日10分間の小テストな
どを行います。ここで気持ちを落ち着か
せ、授業への切り替えをするのです。

さあ、授業が始まります。智学館では1時限55分
授業で、授業第一主義。丁寧に教えてもらえます。

▲

この日は屋外のコート
でテニス。智学館では、
世界的なスポーツであ
る硬式テニスとサッカー
が特に推奨され、部活動
でも楽しめます。

▲ プロジェクターを使っ
たフラッシュテストで前
回のおさらいです。「で
きたー」「今の、分からな
かったー」と生徒から思
わず声が漏れます。

広 々とした食 堂 で 、
先生と一緒にいただ
きます。選べる給食、
本日はポークソテー
かエビフライです。

智学館には一年を通して様々な行事が
あります。早速この春行われたイベント
のもようをお伝えします。

▲

日本人とネイティブの先生
の二人で行われます。 英語
教育の理念は、もちろん授業
にも活かされています。

1限 08:50～09:45
2限 09:55～10:50
3限 11:00～11:55

▼顕微鏡を使っての観察の授業。実験
を多用し、発見することの喜びを見出す

「探検型学習」を実践しています。

数学

英語

智学館流合宿
2泊3日の初めての合宿。上高津貝
塚では、火おこしを体験しました。

体育

一日の締めくくりに、学校を
きれいに掃除します。

第１回入学式
４月５日、希望を胸にし
た 92人の新1年生が
門出を迎えました。

理科

▲ 一人ひとりにたっ
ぷり入るロッカーが
あるから、授業の用
意もばっちり。

休み時間

▲ 硬 式 テニス 部 、
サッカー部、英語部
など 1 0 ある部 活
動 は希 望 参 加 制 。
また明日も一緒に
勉強しようね。

家庭科

技術

開校記念式典
新しい 中 等 教 育 学 校
の 始 まりを お 祝 いし
て、クラスごとに、記
念の樹を植えました。

▲ 立 体 の 製 図 を
勉強中。少人数制
な の で 先 生 が 一
人ひとりにアドバ
イスできます。

▲

来週はムニエルに挑戦。
うまく作れるようにしっか
り予習。

清掃
15:55

特集・智学館中等教育学校 1期生入学!

友達も
いっぱいできて、

毎日、充実！

4 3



英語は智学館において最もこだわっている教育
の一つ。田中茂範理論により、これまでの英語
教育の問題点を克服する画期的なメソッドが作
られました。英語を身につけるべき理由や、オ
リジナルの学習方法などをご紹介します。

W
elcom

e to C
H

IG
A

K
U

K
A

N
 E

nglish!
英語はできて
当たり前になる!

どうして英語を学ぶのでしょう
　英語は世界の「国際語」。英語を使うことができれば、
経験する世界は広がります。さらに、この地球の多文化
を生きる上では、異なる背景を持つ人たちが互いを認め
合い、その違いを楽しみ、尊重し合うことが大切です。生
徒にはそんなグローバルマインドを身につけ、多文化の
中でたくましく、しなやかにコミュニケーションできる力
を育んでもらいたいと考えます。

どんな環境で英語を学ぶのでしょう
　智学館の英語教育は、"Learning by Doing"つま
り、英語を使ってコミュニケーションを取ることが基本
なので、生徒は楽しく、そして本当に使える英語を身に
つけ、効果的にMy English（自分が使う言語としての
英語）を確立できます。授業時間は公立校と比べて1.9
倍。しかも少人数制により、一人ひとりを細やかにサ
ポートします。
　さらに授業だけでなく、教室名や掲示は英語で表記し、
ネイティブの教員（NET）が常駐しているなど、日常的に
英語に触れることを目指しています。特にNETは、授業
を日本人の先生とのティームティーチングで行うほか、休
み時間にコミュニケーションスペースで話すなど、学校生
活をともにします。また、好きな時間に学べるよう、独自
にe-learning教材を開発。将来的には英語の授業はも
とより、さらに教科間で連携して、体育、理科、社会など
で、英語を用いて学ぶことも想定しています。

特集・智学館中等教育学校

6年間どんな流れで学ぶのでしょう
　智学館では、生徒にとって「分かる・使える」英語を提
供します。それができれば、日本の大学のみならず、世
界中の大学を視野に入れた進路選択も可能になるはず。
そのための、オールラウンドな英語力を身につけるカリ
キュラムが編成されています。

智学館英語プログラムを考案しました
日本の英語教育には、小学校から大学までを貫く健全な
カリキュラム・フレームワークがありません。そこで智学
館では、発達的観点を取り入れた「英語カリキュラム・フ
レームワーク」を導入しました。発達する段階に応じた英
語コミュニケーション能力を育みます。

学校法人常磐大学参与、慶應義塾大
学教授。教育学博士。応用言語学的な
視点から、意味論、英語教育論などを展
開中。NHK『新感覚☆キーワードで英会
話』の講師。著書に『コトバの意味づけ
論』など。智学館では、英語教育プログラ
ムの開発・運営に参画されている。

田中茂範

e-learning
環境

レギュラー授業

国内・海外機関
との交流

他教科との連携

智学館の英語学習環境

課外活動：
智学館国際フェスティバル等
地域社会との連携

CALL教室、
コミュニケーション

スペース
（NETの常駐）

“Learning by Doing”の実践

教育目標 多文化を生きる地球市民として
活躍する人材の育成。
英語力における「たくましさ」と

「しなやかさ」を養成。

Personalization
（生徒にとってリアリティのある場面設定）

Authenticity & Meaningfulness
（本物の英語を素材とした活動）

Voice-Training & Orthography
（音と文字の徹底指導）

Core-based Learning
（コア・イメージを使った学習）

Cognitive Pedagogical Grammar
（表現のための英文法を習得）

Project in English
（リサーチ、ディスカッション、プレゼンテー
ションを通した本格的なプロジェクトを実施）

気づく
Awareness-Raising

関連づける
Networking

表現する
Production

理解する
Comprehension

自動化する
Automatization

指導法

my English
の確立

１
年
次

2
年
次

3
年
次

4
年
次

5
年
次

6
年
次

Kick-Off Stage & Explore the E-World! (1)
様々な E-World（小さな英語の世界）を通して、自在に
英語を使う基盤を築きます。

Explore the E-World! (2)
さらに高度な実践的な表現力を身につけます。この段階
で表現のための英文法をほぼ網羅します。

Design Your Career! & Take-Off Stage
● 国内・海外への進学を目標に、入試対策を行います。

同時にプロジェクト英語を更に発展させます。
● 生徒全員がそれぞれ “I have a dream”というタイト

ルでスピーチを行います。

Read and React in English! (1)
豊富な生の英語を読み、内容を把握します。それをもと
に読む、聞くから話す、書くというタスクを行います。

Read and React in English! (2)
より本格的な英語を日本語を介さずに読み、そこから総
合的なコミュニケーション活動を行います。語彙を増や
し、プレゼンテーションや文章作成の力を磨きます。

Carry Your Project Through!
生徒自身がプロジェクトを企画し、リサーチ、ディスカッション、
プレゼンテーションを通して英語で問題発見・解決を図ります。

飛躍・創造期（創造）StageⅢ

充実・発展期（真摯）StageⅡ

基礎・基本期（自立）StageⅠ

【英語教育 ６年間の流れ】

智学館英語教育メソッド

田中先生からのメッセージ

56



Arena /
West Gymnasium(B1)

Main
Entrance

Counseling Room

CALL 
WorkshopMusic

Room

Mini
Theater

Biology
Lab.

Chemistry
Lab.

Physics/
Geology Lab.

Science
Theater

Library

Cafeteria

Wellness
Center

Communication
Space

Observatory

Stage

Chigakukan Square
Garden

Student Entrance

Stained Glass

1st
Floor

❸

❺

13

❹❻

12

11

❷

❼
❽

10

Home
Economics
Workshop

1-1

1-2

1-3

1-4

Technology
and
Home
Economics
Workshop

2nd
Floor

❶ Ｆront Gate【正門】
落ち着きのある智学館の正門が生徒を迎えます。セ
キュリティにも配慮しています。

❷ Cafeteria【食堂兼特別活動室】
天井が高く、ガラスと木材を多用した明るく開放的な
空間の中で給食を食べます。

❸ Chigakukan Square Garden
【校舎中庭】
陽のあたる中庭は、昼休み、放課後の憩いの場。み
んなで植えた樹も元気に育っています。

❹ Class Room 【普通教室】
木目に安らぎを感じる室内。高さが変わる黒板など、
デザインと使いやすさが追求されています。

❺ Stained Glass【ステンドグラス】
壁画家 松井エイコ氏による作品「自ら拓く時」。昇降
口の吹き抜けを、未来に広がるように彩っています。

❻ Teacher's charactures【教室名札】
教室の前には、それぞれのクラス担任の先生の似顔
絵が。これなら、すぐに先生と親しくなれそうです。

❼ CALL Workshop【CALL教室】
生徒用パソコン32台、AV機器、大型スクリーンを完
備し、語学学習に活用されます。

❽ Communication Space
【コミュニケーションスペース】
日常的な英語環境をここでも実現しています。休み
時間にネイティブの先生と親しむこともできます。

❾ Murals 【廊下壁面】
壁面を大きく利用したディスプレイで、世界地図や元
素記号、日本固有色などが自然に覚えられます。

❿ Library【図書室】
昼休みや放課後など、本の検索や自習スペースを自
由に利用することができます。

⓫ West Gymnasium【第１体育館】
講堂としても利用できる大きな屋内競技場です。こ
の日は、クラスで大縄飛びにチャレンジ。

⓬ Counseling Room【カウンセリング室】
勉強、進学、友人関係、家族関係などの悩みを抱えて
も、気軽に相談できます。

⓭ Observatory【天体観測室】
中庭の正面にそびえる天体観測室。月や土星の観察
を通して、本物に触れる感動を味わうことができます。

特集・智学館中等教育学校

学
び
の
環
境

6
年
間
を
過
ご
す

13
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
大
切
な
時
間
を
過
ご
す

学
び
舎
に
は
、随
所
に
生
徒
の
豊
か
な

成
長
の
た
め
の
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

柔
ら
か
で
温
も
り
の
あ
る
木
造
で
、

上
下
の
移
動
が
少
な
い
2
階
建
て
。

開
放
感
と
明
る
さ
に
溢
れ
、

の
び
の
び
学
べ
る
空
間
で
す
。

【智学館平面図】

学びやすい
工夫がいっぱい！

❶

❷

❸❹

❻ ❺

❼

❽

❾ ❾ ❾

❾

❿

⓫⓬⓭
� �



智
学
館
中
等
教
育
学
校
第
１
期
生
の

皆
さ
ん
、
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
智
学
館
の
開
校
を
喜
ぶ
一
人
と
し

て
、一
言
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

皆
さ
ん
承
知
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
1
9
2
0
年
代
に
活
躍
し
た
金
子
み

す
ゞ
と
い
う
詩
人
が
い
ま
す
。
世
の
中
の

弱
い
人
た
ち
へ
温
か
い
心
を
注
い
で
、
た
く

さ
ん
の
詩
を
作
り
ま
し
た
。
一
部
の「
小
学

校
国
語
教
科
書
」に
そ
の
詩
が
載
っ
て
い
ま

す
か
ら
、
皆
さ
ん
の
中
に
は
金
子
み
す
ゞ
と

い
う
詩
人
の
事
を
知
っ
て
い
る
人
も
多
い

か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
金
子
み
す
ゞ
の
詩
に

「
わ
た
し
と
小
鳥
と
す
ず
と
」と
い
う
題
の

詩
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　

わ
た
し
が
両
手
を
ひ
ろ
げ
て
も
、

お
空
は
ち
っ
と
も
と
べ
な
い
が
、

と
べ
る
小
鳥
は
わ
た
し
の
よ
う
に
、

地じ

面べ
た

を
は
や
く
は
走
れ
な
い
。

わ
た
し
が
か
ら
だ
を
ゆ
す
っ
て
も
、

き
れ
い
な
音
は
で
な
い
け
ど
、

あ
の
鳴
る
す
ず
は
わ
た
し
の
よ
う
に

た
く
さ
ん
な
う
た
は
知
ら
な
い
よ
。

す
ず
と
、小
鳥
と
、そ
れ
か
ら
わ
た
し
、

み
ん
な
ち
が
っ
て
、み
ん
な
い
い
。

『
金
子
み
す
ゞ
童
謡
集  

わ
た
し
と
小
鳥
と
す
ず
と
』

（
J
U
L
A
出
版
局
）よ
り

こ
の
み
す
ゞ
の
詩
の
最
後
の
一
句
、「
み
ん

な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
」が
、
私
の
大
の

お
気
に
入
り
の
言
葉
で
す
。

と
こ
ろ
で
最
近
、
私
は
若
い
人
た
ち
と

一
緒
に
、
物
を
考
え
る
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
と
、
物
を
創
り
出
す
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
い
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

時
々
開
い
て
、
色
々
な
作
品
作
り
を
し
て
い

る
の
で
す
が
、
そ
の
ひ
と
つ
に「
の
び
る
の

び
る
」
と
い
う
題
の
作
品
作
り
が
あ
り
ま

す
。
細
長
い
白
い
紙
を
三
つ
に
折
っ
て
、
そ

の
真
ん
中
に
赤
い
三
角
形
の
色
紙
を
貼
り

ま
す
。
そ
し
て
こ
の
折
り
目
の
所
で
三
角

形
を
切
っ
て
、「
の
び
る
、
の
び
る
」と
広
げ

る
と
、
赤
い
三
角
形
は
三
つ
に
分
か
れ
ま

す
。
そ
し
て
白
い
所
が
た
く
さ
ん
で
き
た

と
こ
ろ
に
何
か
そ
れ
ぞ
れ
に
イ
メ
ー
ジ
を

し
て
、
色
紙
を
切
っ
た
り
貼
っ
た
り
し
な
が

ら
、一つ
の
作
品
に
仕
上
げ
る
と
い
う
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。
た
だ
こ
れ
に
は
約
束
ご

と
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
は
折
り
た
た
む

時
に
、赤
い
三
角
形
の
周
り
に
模
様
を
描
い

た
り
、
色
を
つ
け
た
り
し
な
い
こ
と
と
、
ふ

た
つ
目
は
、
白
い
紙
の
真
ん
中
に
貼
る
三
角

形
の
色
は
必
ず
赤
に
す
る
こ
と
で
す
。
こ

れ
ら
を
示
し
て
、
学
生
た
ち
に
い
く
つ
か
の

ヒ
ン
ト
や
見
本
を
見
せ
る
と
、何
を
イ
メ
ー

ジ
し
よ
う
、
何
を
想
像
し
よ
う
と
し
ば
ら

く
み
ん
な
考
え
ま
す
。
や
が
て
み
ん
な
が
作

り
だ
し
て
一
時
間
も
す
る
と
、
作
品
が
出
来

上
が
り
ま
す
。
こ
の
真
っ
白
い
紙
の
真
ん
中

に
赤
い
三
角
形
を
置
い
て
、そ
れ
か
ら
何
が

で
き
る
の
か
。
白
い
紙
を
開
く
と
洗
濯
物

を
干
し
て
い
る
様
子
や
ウ
サ
ギ
と
カ
メ
の

物
語
に
な
っ
た
り
も
し
ま
す
。
最
初
は
こ
の

白
い
地
に
赤
い
三
角
形
が
あ
る
だ
け
で
す

が
、
開
く
と
様
々
な
物
に
変
化
す
る
の
で

す
。
私
は
こ
の
作
業
を
通
し
て
、
人
間
の
発

「みんなちがって、
  みんないい」学校へ

想
力
の
豊
か
さ
と
い
う
の
は
見
事
だ
な
ぁ

と
い
つ
も
思
う
の
で
す
。
ま
た
こ
の
作
品
を

み
ん
な
で
見
せ
あ
う
と
、
み
ん
な
が
、
誰
も

が
素
晴
ら
し
い
発
想
力
を
持
っ
て
い
る
な
ぁ

と
、
み
ん
な
素
晴
ら
し
い
。
つ
ま
り
、「
み
ん

な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
」と
い
う
事
を

実
感
し
ま
す
。

こ
れ
を
皆
さ
ん
に
例
え
て
み
ま
す
と
、こ

の
白
い
紙
が
智
学
館
の
校
舎
と
か
敷
地
、

皆
さ
ん
が
生
活
す
る
場
所
で
、
真
ん
中
に

貼
っ
た
赤
い
三
角
形
は
、
智
学
館
の
皆
さ
ん

を
表
し
ま
す
。
智
学
館
に
は
校
舎
や
校
庭

が
あ
り
、
基
準
服
や
そ
の
他
の
い
ろ
い
ろ
な

決
め
ご
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
皆
さ
ん
に

共
通
し
た
条
件
で
す
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
を

開
い
た
中
の
白
地
が
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
が

活
躍
す
る
智
学
館
の
学
校
生
活
で
す
。
つ

ま
り
智
学
館
の
生
活
と
い
う
の
は
、「
の
び

る
の
び
る
」の
作
品
作
り
が
示
し
た
よ
う

に
、一
人
ひ
と
り
の
発
想
で
自
由
に
愉
快
に

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
創
り
出
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。「
の
び
る
の
び
る
」の
作
品
の
様
々

な
発
想
の
豊
か
さ
の
よ
う
に
、
皆
さ
ん
は
皆

さ
ん
自
身
で
智
学
館
の
生
活
を
豊
か
に
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

「
の
び
る
の
び
る
」の
作
品
作
り
の
よ
う

に
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
自
由
に
発
想
し

て
、
素
晴
ら
し
い
学
校
生
活
を
創
り
出
し

て
ほ
し
い
。
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、
智
学

館
の
理
念
で
あ
る
人
間
の
尊
厳
と
い
う
こ

と
を
も
と
に
、
サ
イ
エ
ン
ス
マ
イ
ン
ド
・
グ

ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
マ
イ
ン

ド
の
3
つ
を
使
っ
て
、
智
学
館
中
等
教
育
学

校
を
、「
み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
」

と
い
う
学
校
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
換
言
し
ま
す
と
、

「
よ
り
優
れ
た
歴
史
こ
そ
が
、
確
か
で
新
し

い
も
の
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
」と
言

え
る
で
し
ょ
う
。
智
学
館
の
設
立
に
は
、
こ

のold and new

と
い
う
言
葉
が
ぴ
っ
た

り
あ
て
は
ま
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
つ
ま

り
、本
校
設
立
の
理
念
は
1
日
に
し
て
完
成

し
た
の
で
は
な
く
、
1
世
紀
も
の
長
く
確
か

な
歴
史
の
力
が
生
み
出
し
た
も
の
、と
言
う

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

智
学
館
の
教
育
目
標
で
あ
る
3
つ
の
マ

イ
ン
ド「
サ
イ
エ
ン
ス
マ
イ
ン
ド 

グ
ロ
ー
バ

ル
マ
イ
ン
ド 

ソ
ー
シ
ャ
ル
マ
イ
ン
ド
」は
、

過
去
を
見
据
え
将
来
を
眺
望
し
た
と
き

に
、
こ
れ
か
ら
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
、
ど
う
し
て
も
必
要
な
心
で
す
。

こ
の
よ
う
な
堅
実
で
先
進
的
な
精
神
を

本
校
の
教
育
目
標
に
掲
げ
た
こ
と
を
、
私

た
ち
は
大
き
な
誇
り
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
私
立
学
校
と
公
立
学
校
と
の
根
本
的

な
違
い
は
、
設
立
者
の
理
念
が
あ
る
か
ど

う
か
、で
す
。
こ
こ
に
公
立
学
校
で
は
見
る

こ
と
の
で
き
な
い
、
そ
し
て
私
立
学
校
で

も
比
類
を
見
な
い
立
派
な
理
念
を
持
っ
た

古
く
し
て
新
し
い
学
校
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
智
学
館
で
は
、
世
界
に
羽
ば
た
く
強

く
て
し
な
や
か
な
翼
を
持
っ
た
子
ど
も
た

ち
を
育
て
よ
う
と
、
教
職
員
一
同
、
大
い
に

張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

　

生
徒
の
皆
さ
ん
、皆
さ
ん
は
智
学
館
の
第

1
年
目
の
生
徒
で
す
。
先
輩
の
い
な
い
6
年

間
を
過
ご
す
の
は
妙
な
感
じ
が
す
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
ん
な
体
験
は
め
っ
た
に

で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
が

学
校
の
歴
史
を
作
る
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
な
の

で
す
。
そ
ん
な
皆
さ
ん
に
智
学
館
の
生
徒

と
し
て
過
ご
す
に
あ
た
り
、
ず
っ
と
心
に
留

め
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
を
お
話
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
も
う
英
語
の
時
間
で
習
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
英
語
で「
学
校
」を
な
ん

と
言
い
ま
す
か
？
そ
う
で
す〝school

〟

で
す
ね
。
学
校
と
聞
き
ま
す
と
勉
強
の
こ

と
が
重
く
の
し
か
か
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
が
、school

と
い
う
語
は
、
確
か
に
授

業
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
し
、
私
が
若
い

こ
ろ
勉
強
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
で

は
試
験
と
い
う
意
味
に
も
な
り
ま
す
。
そ

う
か
、school

と
い
う
の
は
授
業
や
試
験

つ
ま
り
勉
強
の
こ
と
か
と
思
う
と
、
や
は

り
重
い
感
じ
が
し
ま
す
ね
。
と
こ
ろ
が
、
実

は
ず
っ
と
昔
、
ギ
リ
シ
ャ
の
時
代
に
さ
か
の

ぼ
る
と
、school

と
は「
レ
ジ
ャ
ー
」と
い

う
意
味
で
し
た
。
自
由
や
娯
楽
、の
び
の
び

と
楽
し
く
語
り
合
う
こ
と
をs

c
h
o
o
l

と

い
っ
て
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
も
と
も
と

school

と
い
う
の
は
楽
し
く
自
由
に
過
ご

す
と
こ
ろ
で
す
。
皆
さ
ん
、
こ
のschool

の
も
と
の
意
味
を
、
と
き
ど
き
思
い
出
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
こ
の
智
学
館
の
6
年

間
、
ど
う
ぞ
楽
し
く
の
び
の
び
と
勉
強
し
て

過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
授
業
や
試
験
を
受
け
た
り
、
数
年

後
に
は
受
験
勉
強
が
控
え
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
し
、
確
か
に
、
勉
強
は
つ
ら
い
と

思
う
と
き
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で

も
、
も
と
も
と
勉
強
は
楽
し
く
の
び
の
び
と

す
る
も
の
な
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
学
び
な
が
ら
、
皆

さ
ん
に
は
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
育
っ
て
き
ま

す
。
ま
ず
、一
人
ひ
と
り
自
分
を
大
事
に
し

て
く
だ
さ
い
。
自
分
の
考
え
を
大
事
に
す
る

こ
と
で
、
別
な
考
え
も
同
じ
よ
う
に
大
事
な

の
だ
と
気
づ
く
は
ず
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が

自
分
を
大
事
に
す
る
こ
と
で
、
ほ
か
の
人
を

思
い
や
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

智
学
館
中
等
教
育
学
校
で
は
、school

の
本
来
の
意
味
を
考
え
、
の
び
の
び
と
楽

し
く
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

色
々
と
工
夫
を
こ
ら
し
て
い
ま
す
。
こ
の

木
の
香
り
が
漂
う
校
舎
で
、
先
生
と
一
緒
に

school

の
も
と
の
意
味
を
忘
れ
ず
に
、
の

び
の
び
と
楽
し
く
勉
強
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

Schoolの本当の
意味を考える

智学館生に贈る言葉
これから始まる６年間には、どんな出来事が待ち受けているの
でしょう。希望を胸に歩みだした一期生。生徒の皆さんを見守
る方々から、期待を込めた、励ましのメッセージが届きました。

学
校
法
人
常
磐
大
学
開
学
1
0
0

周
年
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、

智
学
館
中
等
教
育
学
校
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
こ
と
に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

1
0
0
年
の
歴
史
を
も
つ
学
校
法
人
常
磐

大
学
の
中
で
、
い
ま
産
声
を
上
げ
た
ば
か

り
の
智
学
館
中
等
教
育
学
校
に
、
私
は
昔

イ
ギ
リ
ス
の
あ
ち
こ
ち
で
見
聞
き
し
た「
古

く
し
て
新
し
」―〝old and new

〟―
と

い
う
、
英
語
を
思
い
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の

old

とnew

と
い
う
言
葉
は
、古
い
も
の
と

新
し
い
も
の
が
無
造
作
に
並
ん
で
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
古
い
も
のold

と
新
し
い
も

のn
e
w

と
の
間
に
は
深
い
関
係
が
あ
る
こ

智学館運営審議会委員

中川眞弥
慶應義塾名誉教諭。慶應義塾大学卒業（教
育学）。元慶應義塾幼稚舎長。主著『慶應
義塾幼稚舎』（萱原書房、1999）。

智学館中等教育学校名誉校長・智学館運営審議会会長

小田卓爾
学校法人常磐大学評議員。慶應義塾大学名誉教授。慶應
義塾大学大学院文学研究科修士課程修了。オックスフォー
ド大学へ留学、元慶應義塾中等部長、元慶應義塾ニュー
ヨーク学院長。イギリスの初等・中等教育に造詣が深い。

特集・智学館中等教育学校

�0 �



私
は
東
京
の
吉
祥
寺
か
ら
水
戸
へ
の

通
勤
途
中
に
中
央
線
の
神
田
で
乗

り
換
え
て
、
上
野
か
ら
水
戸
に
や
っ
て
き

ま
す
。「
神
田
」は
、
ご
存
じ
の
通
り
駅
の

名
前
で
す
が
、
私
は
そ
こ
で
乗
り
降
り
す

る
時
に
、
心
に
浮
か
ん
で
く
る
事
が
あ
り

ま
す
。

30
数
年
前
、
私
は
、
会
議
の
た
め
中
央

ア
フ
リ
カ
の
ザ
イ
ー
ル
、
今
は
コ
ン
ゴ
と

呼
ば
れ
て
い
る
国
に
30
日
く
ら
い
滞
在

し
ま
し
た
。
そ
こ
の
気
候
は
変
わ
り
や

す
く
、
特
に
朝
夕
は
非
常
に
暑
か
っ
た
の

で
、
日
中
少
し
昼
寝
を
す
る
よ
う
に
勧
め

ら
れ
ま
し
た
。
で
も
、
私
は
土
地
の
人
々

が
ど
ん
な
生
活
を
し
て
い
る
の
か
知
り
た

く
て
、
昼
寝
の
時
間
を
利
用
し
て
外
に
出

て
、
周
り
を
歩
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
村

の
あ
ち
こ
ち
か
ら
現
地
語
が
聞
こ
え
て
き

た
り
、
日
中
ど
し
ゃ
ぶ
り
の
雨
が
さ
ー
っ

と
止
ん
で
空
に
虹
が
か
か
っ
て
、
周
り
の

自
然
が
美
し
く
輝
く
、
心
が
躍
る
よ
う
な

体
験
も
し
ま
し
た
。
あ
る
時
、
私
の
目
の

前
に
一
人
の
少
年
が
姿
を
現
し
ま
し
た
。

よ
く
聴
い
て
み
る
と
、
お
父
さ
ん
と
お
母

さ
ん
が
国
の
機
関
に
勤
め
て
い
て
、
そ
こ

に
は
テ
レ
ビ
が
あ
り
日
本
の
映
画
を
見
た

こ
と
な
ど
を
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。「
何

か
覚
え
て
い
る
日
本
語
は
あ
る
？
」
と
尋

ね
る
と
、
彼
は「
ど
う
も
」と
言
い
、「
他
に

は
あ
る
？
」と
尋
ね
る
と「
ど
う
も
、
ど
う

も
」
と
言
い
ま
し
た
。
毎
日
姿
を
現
す
彼

に
私
が
、「
お
元
気
？
」と
尋
ね
る
と
、
彼

の
答
え
は「
ど
う
も
」、「
さ
よ
な
ら
、
ま
た

ね
」
と
言
う
と
、
手
を
振
っ
て
「
ど
う
も
、

ど
う
も
」
と
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
毎
日
の
よ
う
に
、
お
昼
休
み
に

彼
と
会
い
、
あ
る
時
は
、「
今
日
は
僕
に
つ

い
て
き
て
ね
」
と
言
っ
て
彼
の
学
校
に
連

れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
あ
る
日

に
は
、
彼
の
家
に
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
雨
や
風
が
し
の
げ
る
程
度
の
バ
ラ
ッ

ク
風
の
小
屋
で
、
室
内
に
は
家
具
も
あ
り

ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
台
所
な
ど
何
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
代
わ
り
、
彼
の
兄

弟
姉
妹
が
次
々
と
顔
を
出
し
て
、私
を
大

歓
迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
う
い
う
事
が

ず
っ
と
あ
っ
て
、
私
が
コ
ン
ゴ
を
去
る
日

が
近
づ
い
て
き
た
時
、
彼
と
の
出
会
い
を

記
念
す
る
よ
う
な
も
の
を
渡
し
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
鞄
の

中
を
よ
く
見
た
ら
、『
英
和
・
和
英
辞
典
』

が
底
の
ほ
う
か
ら
出
て
き
ま
し
た
。
国

際
会
議
の
時
に
持
ち
歩
い
て
い
る
辞
書

で
す
。
そ
れ
を
彼
に
手
渡
す
と
、
次
の
日

に
彼
は
に
っ
こ
り
笑
っ
て
、「
僕
の
名
前
を

日
本
語
で
書
く
の
で
覚
え
て
お
い
て
」と

言
っ
て
、
裸
足
で
土
の
上
に「
カ
ン
ダ
」と

カ
タ
カ
ナ
で
書
い
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の

辞
書
の
後
ろ
の
ペ
ー
ジ
に
カ
タ
カ
ナ
に
つ

い
て
の
記
述
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
勉

強
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
私
に

「
僕
は
将
来
、
日
本
に
行
っ
て
勉
強
を
し

た
い
。
病
気
で
苦
し
ん
で
い
る
人
を
助
け

た
い
。
僕
が
大
き
く
な
っ
て
日
本
に
行
く

ま
で
生
き
て
い
て
ね
」
と
言
っ
て
く
れ
ま

し
た
。「
う
ん
、
カ
ン
ダ
君
。
日
本
に
帰
っ

て
も
待
っ
て
い
る
よ
」
と
言
っ
て
彼
と
別

れ
ま
し
た
。

私
は
カ
ン
ダ
君
の
事
を
、
帰
国
後
も

時
々
思
い
出
し
、「
元
気
で
い
る
か
な
」、

「
も
う
青
年
に
な
っ
た
か
な
」、
と
ア
フ
リ

カ
で
の
彼
と
の
出
会
い
を
ふ
り
か
え
っ
て

い
ま
し
た
。
彼
に
出
会
っ
て
6
年
目
に
、

今
度
は
英
国
で
会
議
が
あ
り
ま
し
た
。
私

は
、
日
本
に
つ
い
て
の
本
１
冊
、
日
本
語

の
文
法
の
本
１
冊
、
そ
し
て
「
折
り
紙
」

を
カ
ン
ダ
君
へ
の
お
土
産
と
し
て
準
備
し

ま
し
た
。
会
議
中
、
コ
ン
ゴ
か
ら
の
参
加

者
を
見
つ
け
る
と
、
す
ぐ
に
飛
ん
で
行
っ

て「
カ
ン
ダ
君
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
お

父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
が
国
の
機
関
で
働
い

て
い
る
あ
の
カ
ン
ダ
君
？
」と
尋
ね
ま
し

た
。
す
る
と
、
相
手
は
頷
い
て
一
瞬
言
葉

を
失
っ
た
よ
う
に
な
り
、「
カ
ン
ダ
君
は
数

年
前
、
熱
病
に
な
り
、
3
か
月
ほ
ど
苦
し

ん
だ
後
、
天
国
に
召
さ
れ
た
の
で
す
」
と

静
か
に
悲
し
そ
う
に
伝
え
て
く
れ
た
の
で

す
。
私
は
す
ぐ
に
そ
の
事
が
信
じ
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
彼
が
元
気
で
あ
っ
た
な
ら
、

い
ま
ご
ろ
は
日
本
に
来
て
医
学
の
勉
強

を
し
て
、
お
医
者
さ
ん
に
な
っ
て
本
国
で

た
く
さ
ん
の
病
人
を
助
け
て
い
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

毎
朝
、
中
央
線
で「
次
は
神
田
、
神
田
」

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
耳
に
す
る
と
、
そ
の
時

の
出
会
い
が
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
す
。
私

が
出
会
っ
た
カ
ン
ダ
君
は
、
皆
さ
ん
と
同

じ
く
ら
い
の
11
歳
か
12
歳
の
少
年
で
し

た
。
皆
さ
ん
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い

智
学
館
と
い
う
学
び
舎
で
、
勉
強
し
よ
う

と
思
っ
て
も
出
来
な
か
っ
た
カ
ン
ダ
君
の

分
ま
で
頑
張
っ
て
、
国
と
国
と
を
結
ぶ
立

派
な
国
際
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ

が
皆
さ
ん
に
捧
げ
る
私
の
祈
り
で
あ
り
願

い
で
す
。

勉強ができることの
素晴らしさ

智
学
館
に
今
年
入
学
さ
れ
た
皆
さ
ん

は
音
楽
が
お
好
き
だ
と
以
前
に
聞

き
ま
し
た
の
で
、
音
楽
に
因
ん
だ
話
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
水
戸
に
は
素
敵
な
コ

ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
の
演
奏
会
に
行
っ
た
こ
と
が
あ

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ピ

ア
ノ
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
と
い
う
演
奏
の
形
態
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
普
通
の
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
舞

台
の
全
体
に
い
て
、
そ
し
て
指
揮
者
が
立
っ

て
い
る
、
そ
れ
だ
け
な
の
で
す
が
、
ピ
ア
ノ

コ
ン
チ
ェ
ル
ト
の
場
合
は
、
真
ん
中
に
ピ
ア

ノ
が
置
か
れ
て
、
そ
し
て
指
揮
者
が
横
に
い

ま
す
。
普
通
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
主
役
は

指
揮
者
で
、
ピ
ア
ノ
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
は
ピ
ア

ニ
ス
ト
が
コ
ン
サ
ー
ト
の
主
役
な
の
で
す
。

ピ
ア
ノ
の
音
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
音
が
相

ま
っ
て
、
本
当
に
華
や
か
な
と
て
も
良
い
演

奏
形
態
で
、
私
は
大
好
き
で
す
。
2
、
3
年

前
に
と
て
も
印
象
的
な
ピ
ア
ノ
コ
ン
チ
ェ
ル

ト
の
演
奏
会
に
行
き
ま
し
た
。
ピ
ア
ニ
ス
ト

も
有
名
で
は
な
く
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
人
た

ち
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
で
す
か
ら
、
初
め
か
ら

そ
れ
程
上
手
で
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
椅
子
に
座
り
音
楽
が
始
ま
る

の
を
聴
い
て
い
る
と
、
驚
く
よ
う
な
事
が
起

こ
っ
た
の
で
す
。
私
は
最
初
、
随
分
上
手
な

ピ
ア
ニ
ス
ト
だ
と
思
い
聴
い
て
い
た
の
で
す

が
、
上
手
と
い
う
の
は
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
ば
か

り
で
は
な
く
、
こ
の
場
で
一
番
自
分
の
良
い

も
の
を
出
し
、
心
を
こ
め
て
演
奏
し
て
い
る

こ
と
が
、
こ
ち
ら
に
も
伝
わ
っ
て
き
た
の
で

す
。
す
る
と
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
人
た
ち
の

演
奏
が
次
第
に
上
手
に
な
っ
て
い
き
、
何
と

も
引
き
こ
ま
れ
る
よ
う
に
、
ま
る
で
ソ
ロ
の

ピ
ア
ニ
ス
ト
が
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
人
た
ち

を
、
引
き
上
げ
て
く
る
よ
う
に
、
大
変
素
晴

ら
し
い
音
に
な
っ
て
、
演
奏
者
の
表
情
も
変

わ
っ
て
い
っ
て
、
本
当
に
感
動
的
な
演
奏
会

と
な
っ
た
の
で
す
。
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
に

い
た
人
た
ち
も
み
ん
な
、
私
と
同
じ
印
象

を
持
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
経
験
は
、
皆
さ
ん
の
日
常
生

活
で
、
例
え
ば
ク
ラ
ス
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
す
る
時
や
、
み
ん
な
で
何
か
共
同
で
す
る

時
に
、一
人
の
人
や
あ
る
い
は
数
名
の
人
た

ち
が
、
自
分
の
持
っ
て
い
る
も
の
の
一
番
い
い

所
を
出
し
て
一
生
懸
命
や
っ
て
く
れ
た
ら
、
何

か
他
の
人
も
つ
ら
れ
る
よ
う
に
一
生
懸
命
に

な
っ
て
、
そ
し
て
最
後
に
す
ご
く
良
い
も
の

が
出
来
て
き
た
。
そ
う
い
う
経
験
は
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
と
て
も

不
思
議
な
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
。
こ
の
よ

う
な
お
話
を
す
る
の
も
、
私
自
身
、
子
ど
も

の
頃
に
ピ
ア
ノ
が
大
好
き
で
、
ピ
ア
ニ
ス
ト

に
な
り
た
か
っ
た
の
で
す
。
そ
の
頃
の
夢
は

な
ん
と
い
っ
て
も
ピ
ア
ノ
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
。
コ

ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
の
主
役
と
し
て
後
ろ
に

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
控
え
て
、
真
ん
前
で
ピ
ア

ノ
を
弾
く
。
ピ
ア
ノ
が
好
き
な
子
は
誰
で
も

夢
を
み
る
も
の
で
す
。
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し

い
こ
と
だ
ろ
う
と
。
そ
う
思
い
夢
に
描
い
て

い
ま
し
た
が
、
年
齢
が
大
き
く
な
っ
て
も
、

手
が
大
き
く
な
ら
な
い
と
い
う
事
が
わ
か
っ

た
の
で
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
な
る
こ
と
を
諦
め
、

別
な
道
に
進
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、
大
学
に

入
り
勉
強
を
し
ま
し
た
が
、
私
は
そ
の
頃
か

ら
、
自
分
は
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
の
主
役
に

は
な
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
自
分
は
自
分
の

人
生
の
主
役
な
の
だ
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た

の
で
す
。
自
分
の
人
生
と
は
、
生
ま
れ
て
か

ら
死
ぬ
ま
で
、
自
分
が
主
役
の
舞
台
を
や
っ

て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
と
、
そ
う
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
考
え
て
み
て
く

だ
さ
い
。
も
し
か
す
る
と
、
自
分
が
主
役
だ

な
ん
て
思
っ
た
こ
と
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
家
に
い
て
も
、
学
校
に
来
て
も
、
自
分

は
舞
台
の
端
っ
こ
に
座
っ
て
い
る
よ
う
な
気

が
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ど
ん

な
場
面
で
も
常
に
考
え
て
行
動
し
て
い
る
自

分
に
気
持
ち
を
向
け
た
と
き
、
や
は
り
自
分

の
人
生
の
主
役
は
自
分
自
身
な
の
だ
、
と
い

う
こ
と
に
気
が
つ
く
で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん

自
分
一
人
が
主
役
で
は
な
く
、一
人
ひ
と
り
の

み
ん
な
が
、
主
役
の
人
生
を
歩
ん
で
い
て
、

舞
台
を
演
じ
て
い
る
の
だ
と
は
思
え
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
し
て
そ
の
主
役
の
人
生
を
一

生
懸
命
、一
番
い
い
も
の
を
演
じ
て
い
く
。
そ

れ
は
、
そ
れ
を
見
て
く
れ
た
他
の
人
た
ち
の

心
に
深
い
印
象
を
残
し
、
記
憶
さ
れ
、
言
葉

に
書
い
て
残
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
何
ら

か
の
形
で
他
の
人
の
記
憶
に
残
り
、
次
の
人

が
主
役
の
舞
台
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
く
。

そ
れ
が
ず
っ
と
続
い
て
い
く
こ
と
が
、
人
間

の
歴
史
な
の
だ
ろ
う
と
、私
は
思
い
ま
す
。

智学館生に贈る言葉

みんなが主役の人生を
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２
０
０
８
年
３
月
２７
日
の
木
曜
日
、
カ

ナ
ダ
ア
ル
バ
ー
タ
州
エ
ド
モ
ン
ト
ン
市

か
ら

２３
名
の
留
学
生
が
水
戸
に
や
っ
て

き
ま
し
た
。
２
年
前
の
２
０
０
６
年
、
本

校
生
徒
８
名
が
３
ヶ
月
間
の
短
期
語
学

留
学
を
経
験
し
た
ハ
リ
ー
・
エ
イ
ン
リ
ー

高
校（H

arry A
inlay H

igh School

）の

生
徒
た
ち
で
す
。
彼
ら
は
全
員
日
本
語

の
授
業
を
履
修
し
て
い
て
、
授
業
担
当
者

で
あ
る
ダ
ニ
エ
ル
・
イ
ト
ウ
先
生（M

r. 

D
aniel Ito

）と
シ
ェ
リ
ー
・
リ
ン
先
生

（M
rs. Sherry L

in

）が
引
率
で
し
た
。

留
学
生
た
ち
は
３
月
の
末
か
ら
４
月
初

め
に
か
け
て
イ
ー
ス
タ
ー
休
暇
を
利
用

し
て
１０
日
間
ほ
ど
日
本
に
滞
在
。
東
京

観
光
、
常
磐
大
学
高
校
生
宅
へ
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
、
奈
良
・
京
都
観
光
、
そ
し
て
広

島
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と
忙
し
い
日
程

を
こ
な
し
ま
し
た
。

　

我
々
国
際
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ

ン
バ
ー
は
昨
年
夏
か
ら
準
備
を
開
始
し
、

今
年
１
月
に
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を

募
り
、
水
戸
で
の
４
日
間
の
日
程
を
計

画
し
ま
し
た
。
ハ
リ
ー
高
校
留
学
経
験

者
も
含
め
１７
名
の
生
徒
と
そ
の
家
族
、
そ

し
て
常
磐
大
学
職
員
２
名
と
国
際
被
害

者
学
研
究
所
の
紹
介
で
３
名
の
方
々
が

留
学
生
を
自
宅
に
泊
め
、
休
日
を
共
に
過

高 等 学 校 大 学 院

留
学
生
と
の
交
流

〜
カ
ナ
ダ 

ハ
リ
ー・エ
イ
ン
リ
ー
高
校
〜

　

来
年
度
よ
り「
臨
床
心
理
士
第
１
種
指

定
大
学
院
」の
指
定
が
決
ま
っ
た
、
大
学

院
人
間
科
学
研
究
科
修
士
課
程 

心
理
学

領
域
。

　

臨
床
心
理
士
と
は
、
病
院
や
学
校
な
ど

で
心
理
的
な
問
題
を
扱
う
“
心
の
専
門

家
”
の
こ
と
。
第
１
種
指
定
に
よ
っ
て
、

大
学
院
修
了
後
に
、
こ
の
臨
床
心
理
士
の

資
格
認
定
試
験
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

本
指
定
取
得
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
た

人
間
科
学
研
究
科
中
里
弘
教
授
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

　

常
磐
大
学
に
は
、
関
連
学
部
内
だ
け
で

臨
床
心
理
士
を
目
指
す
方
に
、

う
れ
し
い
お
知
ら
せ
で
す
。

も
現
在
計
５
名
の
有
資
格
教
員
が
お
り
、

学
生
は
教
員
と
と
も
に
、
学
内
の
実
習
施

設
・
心
理
臨
床
セ
ン
タ
ー
で
年
１
５
０

人
に
の
ぼ
る
外
来
患
者
さ
ん
の
診
療
に

参
加
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
学
外
で
も
さ
ま

ざ
ま
な
現
場
に
出
張
し
て
学
生
が
心
の

支
援
に
あ
た
る
体
制
も
整
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
的
功
労
や
地
域
へ
の

貢
献
が
認
め
ら
れ
て
の
今
回
の
第
１
種

指
定
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
常
磐
大
学
が
受
け
て
い
た

第
２
種
指
定
で
は
、
臨
床
心
理
士
資
格
試

験
を
受
験
す
る
の
に
修
了
後
１
年
以
上

の
心
理
臨
床
経
験
が
必
要
で
し
た
が
、
資

格
を
持
た
ず
に
就
職
す
る
の
は
か
な
り

困
難
な
事
で
す
。
今
回
の
指
定
で
、
臨
床

心
理
士
を
目
指
す
学
生
に
よ
り
有
利
に

な
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　

元
々
臨
床
心
理
士
と
い
え
ば
精
神
医
療

が
主
流
で
し
た
が
、
現
在
そ
の
仕
事
は
多

岐
に
渡
り
ま
す
。
喘
息
や
ア
ト
ピ
ー
を
抱

え
る
小
児
患
者
の
心
性
原
因
を
取
り
除
く

医
療
分
野
、
犯
罪
を
犯
し
た
人
の
矯
正
を

助
け
る
司
法
分
野
、
ま
た
、
福
祉
分
野
に

お
け
る
児
童
や
老
人
、
子
育
て
、
不
妊
、
犯

罪
被
害
の
精
神
的
な
支
援
か
ら
A
I
D
S

（
エ
イ
ズ
）
の
告
知
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、

産
業
分
野
で
は
企
業
内
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
、
さ
ら
に
近
年
公
立
学
校
へ
の
配
備
が

進
め
ら
れ
て
い
る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
は
教
育
分
野
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
専

門
の
臨
床
心
理
士
が
い
ま
す
が
、
人
手
が

不
足
し
て
お
り
、
常
磐
大
学
に
は
す
で
に

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
し
て
い
る
学

生
も
い
ま
す
。
ま
た
、
な
か
で
も
今
後
は
、

高
齢
者
や
子
育
て
を
す
る
方
へ
の
支
援
、

産
業
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
の
需
要
の
高
ま

り
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　

し
か
し
、
人
間
の
心
の
問
題
に
向
き
合

う
こ
の
仕
事
は
、
大
変
に
精
神
的
な
強
さ

と
体
力
を
必
要
と
し
ま
す
。
例
え
ば
、
患

者
さ
ん
は
自
分
の
つ
ら
さ
や
悲
し
み
を

わ
か
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
お
り
、
面
接

す
る
治
療
者
は
そ
の
気
持
ち
を
理
解
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
す
が
、
あ
ま
り
に
同

情
し
て
し
ま
っ
て
は
感
情
が
治
療
者
に

転
移
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
優
し
く

す
る
だ
け
で
は
、
患
者
さ
ん
が
自
身
で
人

生
を
切
り
開
く
こ
と
を
や
め
て
し
ま
い

ま
す
。
離
れ
て
い
て
は
理
解
で
き
ま
せ

ん
し
、
近
づ
き
す
ぎ
て
も
い
け
な
い
。
こ

こ
で
大
切
な
の
は
、
患
者
さ
ん
と
治
療
者

の
距
離
感
な
の
で
す
。
こ
れ
は
授
業
の

中
で
も
大
切
に
し
て
お
り
、
学
生
に
は
患

者
側
の
体
験
や
、
実
習
で
リ
ア
リ
テ
ィ
を

つ
か
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

常
磐
大
学
で
は
心
の
問
題
と
そ
の
解

決
方
法
に
関
す
る
情
報
交
換
や
知
識
の

普
及
を
行
っ
て
い
ま
す
。
他
大
学
の
学

生
も
参
加
で
き
る
年
２
回
の
セ
ミ
ナ
ー

や
、
提
携
す
る
各
市
へ
の
専
門
家
の
派

遣
、
茨
城
大
学
大
学
院
と
の
共
同
授
業
な

ど
を
実
施
。
子
育
て
の
形
が
変
化
し
て

き
た
現
代
で
、
今
後
も
臨
床
心
理
士
の
意

義
は
高
ま
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

臨
床
心
理
へ
の
取
り
組
み

高
ま
る
専
門
家
の
ニ
ー
ズ

大
切
に
す
る
距
離
感

常
磐
大
学
の
取
り
組
み

ご
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

２７
日
午
後
、
総
勢

６０
名
以
上
が
出
迎

え
る
中
、
留
学
生
た
ち
が
同
窓
会
館
に

到
着
し
ま
し
た
。
国
際
交
流
語
学
学
習

セ
ン
タ
ー
長
の
依
田
先
生
も
交
え
て
歓

迎
式
が
行
わ
れ
、
夕
方
に
は
カ
タ
コ
ト

の
日
本
語
と
英
語（
英
単
語
？
）が
飛
び

交
う
中
、
重
い
荷
物
を
抱
え
な
が
ら「
我

が
家
」
へ
と
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。
翌

２８
日
は
、
高
校
の
施
設
を
利
用
し
日
本

文
化
を
体
験
。
茶
道
部
員
の
見
事
な
お

手
前
を
熱
心
に
観
察
し
、「
し
び
れ
」
と

闘
っ
た
末
に
や
っ
と
味
わ
っ
た
抹
茶
は

い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
美

術
室
で
は
張
子
の
だ
る
ま
に
思
い
思
い

に
色
付
け
を
し
、
熱
中
す
る
あ
ま
り
言

葉
を
忘
れ
そ
う
に
な
り
な
が
ら
も
で
き

ば
え
に
満
足
し
共
感
し
合
う
姿
が
あ
ち

こ
ち
に
見
ら
れ
ま
し
た
。
書
道
室
で
は

好
き
な
文
字
や
言
葉
を
漢
字
に
表
し
、

メ
タ
リ
ッ
ク
の
カ
ラ
フ
ル
な
墨
で
う
ち

わ
に
筆
を
走
ら
せ
ま
し
た
。
あ
っ
と
い

う
間
に
午
前
中
の
体
験
が
終
了
し
、「
日

本
の
お
母
さ
ん
」
が
作
っ
て
く
れ
た
昼

食
を
と
り
、
午
後
は
水
戸
市
内
観
光
へ
。

偕
楽
園
の
梅
を
堪
能
し
、
好
文
亭
か
ら

見
渡
す
千
波
湖
周
辺
の
風
景
は
お
気
に

入
り
の
一
つ
に
な
っ
た
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
の
移
動
は
快

適
で
、
水
戸
の
町
並
み
を
興
味
深
く
眺

め
て
い
ま
し
た
。
最
後
に
弘
道
館
を
見

学
し
市
内
観
光
は
終
了
。
迎
え
に
来
て

い
た
ホ
ス
ト
ペ
ア
レ
ン
ト
を
安
堵
の
表

情
で
見
つ
め
て
い
た
留
学
生
の
姿
が
印

象
的
で
し
た
。
２９
日
土
曜
日
は
、
大
洗
水

族
館
や
笠
間
の
陶
芸
体
験
、
五
浦
の
天

心
美
術
館
見
学
な
ど
県
内
各
地
を
歩
い

た
り
、
ま
た
日
光
や
東
京
・
銀
座
方
面
へ

と
出
か
け
た
家
族
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

い
よ
い
よ
水
戸
を
離
れ
る
日
が
来
て

し
ま
い
ま
し
た
。
た
っ
た
数
日
の
滞
在

で
し
た
が
、
互
い
に
打
ち
解
け
合
い
本
当

の
家
族
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
無

事
帰
国
し
た
生
徒
た
ち
の
様
子
を
見
て
、

ハ
リ
ー
高
校
国
際
言
語
科
主
任
の
フ
ェ

ド
ロ
ー
美
恵
子
先
生
は「
今
ま
で
日
本
へ

の
旅
行
を
１０
回
経
験
し
た
が
、
今
回
が
最

高
の
も
の
と
な
っ
た
」と
我
々
に
感
謝
の

意
を
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。
２３
名
の
留

学
生
た
ち
は
、
我
々
に
貴
重
な
体
験
を
与

え
て
く
れ
ま
し
た
。
年
度
末
過
密
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
続
く
中
で
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
方
々
の
協
力
を
得
て
無
事
に
受

け
入
れ
が
済
ん
だ
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ

と
で
す
。
本
校
の
生
徒
た
ち
も
よ
い
刺
激

を
受
け
、
ま
す
ま
す
英
語
学
習
に
力
を
入

慣れない正座での
茶道体験

れ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
２
０
０
８

年
度
は
７
名
の
生
徒
が
ハ
リ
ー
高
校
へ

留
学
す
る
予
定
で
す
。
そ
の
中
の
３
名

は
今
回
の
受
け
入
れ
を
経
験
し
て
い
ま

す
。
今
後
ハ
リ
ー
・
エ
イ
ン
リ
ー
と
常
磐

の
交
流
が
よ
い
形
で
続
い
て
い
く
こ
と

を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ハ
リ
ー
・
エ
イ
ン
リ
ー
高
校
の
生
徒

か
ら
は
帰
国
後
、
水
戸
滞
在
中
の
生
活

を
振
り
返
る
手
紙
が
届
き
、
そ
こ
に
は

「
書
道
は
注
意
深
く
行
う
必
要
が
あ
る
こ

と
以
外
は
絵
筆
を
使
う
の
と
似
て
い
た

け
れ
ど
、
鉛
筆
で
書
く
こ
と
と
は
全
く

違
っ
て
い
た
」
な
ど
の
感
想
が
綴
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

偕楽園での記念写真

遊びを通して子どもを治療するプレイセラピー室

心理臨床センター
落ち着いた相談室で心の悩みを話しあいます

中里 弘教授
日本大学文理学部卒。専門は
臨床心理学、心理療法学。特
に登校拒否をテーマに研究。
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「今しかできないことを」
私は入学してすぐ、吹奏楽団に入団しました。あっ

という間に年が変わり、吹奏楽一色の1年間をすごし
ていました。吹奏楽をやっているおかげで学科を超
えて仲間が増え、毎日楽しかったのですが、秋セメス
ターが終了した時、4年間吹奏楽だけなのはもった
いない、と感じ、せっかく大学生になったのだから、
学生のときにしかできないことを何か１つでもやって
みたい、と思いました。

ハンググライダーで空を飛んでみようか。バック
パック背負って旅をしてみようか。富士登山に挑戦し
ようか、などいろいろ考えました。その結果、スキュー
バダイビングのライセンスを取得することにしまし
た。昔から泳ぐことが好きで、海中の生物やその景
色に興味を持っていたので、ちょうどいい機会だと思
い行動を起こしました。

3月、まだ海は寒い。しかし、やると決めたからに
は夏までは待てない。3月でも海に入っても平気な
場所を求めて、私は沖縄にたどり着きました。初めて
の沖縄。初めての長期一人旅。飛行機に乗る前から
私の意識は沖縄へ飛んでいました。

初めて海中で息をしたときの感動は、きっと一生

忘れないと思います。目の前には青い世界が広がり、
聞こえる音は自分の呼吸する音だけ。すぐ目の前を
小さな魚が通り過ぎ、体は上下に浮いたり沈んだり。
言葉では言い尽くせない衝撃でした。もし、少しでも
興味をお持ちの方がいれば、ぜひ一度体験してみる
ことをお勧めします。危険なこともありますが、きち
んと手順を踏み、ダイビングのルールやインストラク
ターの指示に従って無理なく行えば、危険度はぐっと
減ります。

学生でなくてもできた経験かもしれません。しか
し、今だからこそできたことだと思っています。自分
の小さな世界から一歩外に出ることで、視野が広く
なり以前より少しでも柔軟な考え方ができるようにな
り、自分自身の可能性が広がればいいなと思います。

　

２
０
０
８
年
５
月
６
日
午
後
３
時
か

ら
４
時
半
ま
で
、
ド
イ
ツ
の
ヘ
ッ
セ
ン

州
ヴ
ィ
ー
ス
バ
ー
デ
ン
近
郊
タ
ウ
ヌ
ス

シ
ュ
タ
イ
ン
市
に
あ
る
、
公
立
で
自
由
保

育
の
ヒ
ル
シ
ュ
グ
ラ
ー
ベ
ン
幼
稚
園
を

訪
問
し
ま
し
た
。
園
長
先
生
に
お
話
を

お
聞
き
し
た
中
で
一
番
印
象
に
残
っ
た

言
葉
は
、「
子
供
た
ち
は
幼
稚
園
で
の
自

由
な
活
動
の
中
で
社
会
生
活
に
お
け
る

す
べ
て
の
事
を
学
ぶ
」
と
言
っ
て
い
た

こ
と
で
す
。
勿
論
、
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
っ
た

り
、
喧
嘩
も
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
も
日
常

茶
飯
事
で
す
。
そ
の
中
か
ら
す
べ
て
の

事
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
保
護

者
の
中
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
事
を
教
え
込

む
こ
と
を
良
し
と
す
る
考
え
の
方
も
お

い
で
に
な
る
が
、
そ
う
い
う
方
に
は
、
そ

う
い
う
幼
稚
園
も
あ
る
の
で
、
そ
こ
に
行

か
れ
る
こ
と
を
勧
め
て
い
ま
す
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

　

園
舎
の
中
に
入
っ
て
ま
ず
目
を
引
い

た
の
は
、
鮮
や
か
な
色
使
い
の
備
品
群
で

す
。
保
育
室
は
ま
る
で
小
さ
な
お
家
の

中
、
ソ
フ
ァ
ー
が
あ
り
、
天
井
か
ら
は
天

蓋
の
よ
う
に
薄
い
布
が
下
げ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
布
は
、
園
舎
内
の
他
の
場

所
に
も
下
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
保
育

室
に
ピ
ア
ノ
は
無
く
、
ギ
タ
ー（
ガ
ッ
ト

ヒ
ル
シ
ュ
グ
ラ
ー
ベ
ン
幼
稚
園
を
訪
ね
て

Kindertagesstätteはドイツ連邦と州レベルの法律
により教育機関と認定された幼稚園である。

Städtische Kindertagesstätte Hirschgraben
幼 稚 園

Campus Report 1

ギ
タ
ー
）が
一
台
壁
に
下
げ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
案
内
し
て
く
れ
た
園
長
先
生
自
身

も
含
め
、
こ
の
頃
は
ピ
ア
ノ
を
弾
け
な
い

先
生
も
多
く
、
で
も
ギ
タ
ー
と
一
緒
に
十

分
楽
し
く
歌
え
る
、
と
の
こ
と
で
し
た
。

ピ
ア
ノ
は
後
述
の
運
動
遊
び
の
部
屋
に

唯
一
置
い
て
あ
る
だ
け
で
、
そ
れ
も
外
部

の
ピ
ア
ノ
教
師
が
レ
ッ
ス
ン
の
為
に
使

う
と
の
事
で
す
。

　

園
庭
で
は
、
子
供
た
ち
が
元
気
に
遊
ん

で
い
て
、
ど
の
子
の
姿
も
と
て
も
生
き
生

き
と
し
て
い
て
、
目
が
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い

て
い
ま
し
た
。
木
製
の
小
さ
な
小
屋
の

屋
根
に
乗
っ
て
遊
ん
で
い
る
子
が
い
て

も
禁
止
す
る
こ
と
は
な
く
教
師
は
近
く

に
い
て
そ
れ
と
な
く
見
守
っ
て
い
る
様

子
で
し
た
。
勿
論
何
か
あ
れ
ば
手
を
出
せ

る
位
置
に
そ
れ
と
な
く
待
機
し
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
と
な
く
と
い
う
の
が
大
事
な

の
で
す
ね
。
全
般
的
に
見
て
教
師
は
見

守
っ
て
い
て
一
緒
に
遊
ん
で
い
る
様
子

は
殆
ど
見
ら
れ
ず
、
黒
子
に
徹
し
て
い
る

と
い
っ
た
様
子
で
し
た
。
滑
り
台
は
、
ス

テ
ン
レ
ス
製
で
横
に
２
、３
人
並
ん
で
滑

れ
る
位
の
幅
で
、
園
庭
の
傾
斜
部
分
を
利

用
し
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
中
で
も

特
に
日
本
の
遊
具
と
の
違
い
を
感
じ
た

の
は
、
ブ
ラ
ン
コ
で
し
た
。
上
か
ら
見
る

と
６
角
形
に
な
っ
て
お
り
一
度
に
６
人

が
乗
れ
る
も
の
で
、
着
座
部
分
の
前
に
落

下
防
止
の
為
の
ス
テ
ー
が
付
い
て
お
り

着
座
位
置
も
か
な
り
高
い
も
の
で
し
た
。

鎖
部
分
も
２
本
が
平
行
に
つ
い
て
お
ら

ず
上
に
い
く
に
し
た
が
っ
て
広
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。
他
に
ハ
ン
モ
ッ
ク
や
サ
ッ

カ
ー
ゴ
ー
ル
、
ク
モ
の
巣
の
よ
う
な
遊
具

な
ど
な
ど
た
く
さ
ん
の
遊
具
が
あ
り
ま

し
た
。
象
徴
的
だ
っ
た
の
は
、
園
庭
中
に

芝
生
が
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
て
、
高
低
差

を
う
ま
く
利
用
し
園
庭
整
備
が
さ
れ
、
遊

具
が
配
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。

　

再
び
園
舎
の
中
に
入
り
、
保
育
室
を
見

学
し
ま
し
た
。
保
育
室
の
入
り
口
に
は
、

保
育
中
の
様
子
を
写
し
た
写
真
が
掲
示

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
評
価
の
一
部
で
す

ね
。
通
常
の
保
育
室
に
は
、
た
く
さ
ん
の

遊
具
が
置
い
て
あ
り
、
い
つ
で
も
子
供
が

遊
べ
る
環
境
が
整
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
何
も
玩
具
（
遊
具
）
の
な
い
保

育
室
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
天
井
か
ら
布

が
波
型
に
下
げ
ら
れ
て
い
て
、
鏡（
様
々

な
形
）が
多
く
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

下
の
階
の
保
育
室
に
は
、
興
奮
し
て
落

ち
着
か
な
く
な
っ
た
り
、
眠
く
な
っ
た
り

し
た
子
の
た
め
に
ち
ょ
っ
と
薄
暗
い
落

ち
着
い
た
部
屋
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
ベ
ッ
ド
も
置
か
れ
、
テ
レ
ビ
も
置
か

れ
て
い
ま
し
た
。
他
の
国
か
ら
来
た
移
民

の
子
供
た
ち
が
、
テ
レ
ビ
で
ド
イ
ツ
語
を

学
べ
る
よ
う
に
と
の
配
慮
だ
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
工
作
室
が
あ
り
、
外
部
か
ら
美

術
の
先
生
が
い
ら
し
た
と
き
に
だ
け
に
使

う
そ
う
で
す
。
子
供
用
の
の
こ
ぎ
り
や
金

槌
な
ど
の
工
具
や
素
材（
木
材
、
石
、
豆
）

が
た
く
さ
ん
用
意
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

運
動
遊
び
の
部
屋
に
は
、
ろ
く
木
、
滑

り
台
、
フ
ー
プ
、
マ
ッ
ト
、
ボ
ー
ル
、
パ
ン

チ
ン
グ
ボ
ー
ル
、
縄
梯
子
、
踏
み
台
（
ス

タ
ッ
ク
で
き
る
も
の
）、
ボ
ー
ル
プ
ー
ル

用
の
ボ
ー
ル
が
た
く
さ
ん
入
っ
た
大
き

な
バ
ケ
ツ（
直
径
１
．２
メ
ー
ト
ル
位
、高

さ
１
．５
メ
ー
ト
ル
位
の
ポ
リ
バ
ケ
ツ
）、

な
ど
が
き
ち
ん
と
整
理
さ
れ
置
い
て
あ

り
ま
し
た
。

　

遊
具
、
建
物
、
教
師
、
体
制
等
々
、
日
本

の
幼
児
教
育
と
の
違
い
を
ひ
し
ひ
し
と

感
じ
た
一
日
で
し
た
。
今
回
の
視
察
を

今
後
の
常
磐
大
学
幼
稚
園
の
運
営
に
活

か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
園
長 

榎
本
正
明
）

常磐大学 
人間科学部
現代社会学科 4年
杉原 愛

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト

「就職活動で学んだもの」
私は、常磐短期大学に入学して2年目を過ごして

います。
光陰矢の如し、という言葉もあるように時の経つ

のは早いもので、来年はもう卒業ですが、この1年で

私は、多くのことを学びました。
とりわけ大変だったのは、就職活動です。短大は2

年間しかありませんので、入学したらすぐに就職につ

いて考えなければならないといっても過言ではあり

ません。
就職活動はまったくの初体験ですので、私は何を

したらいいのか分からず焦っていましたが、何もしな

いでいるよりは行動してみようと思い、まずは、学内

就職バスツアー（昨年9月）に参加申込をしました。

それが私の就職活動の始まりだったと思います。

そのバスツアーをきっかけに、自分のやりたい仕

事、合っている仕事を真剣に考えるようになり、就職

サイトも毎日、目を通すようになりました。

今年2月には、狙いを定めた企業にエントリーを

し、3月には説明会に参加しました。4月には試験を

受け、何社か落ちたりもしましたが、運よく希望して

いた会社に受かり、内定をいただきました。こんなに

も早く志望企業に受かるとは思っていませんでした

ので、いまだに信じられない気持ちで一杯です。

就職活動を通し学んだことは、自分自身を見つめ

なおして冷静に自己分析することと、友達をはじめと

する身近な人の大切さです。
自己分析のおかげで、自分のことを良く知ることが

できましたし、また、周りの人の協力や助けがいかに

大切かを痛感しました。
私は幸運にも就職活動を早々に終えることができ

ましたが、来年3月までは、まだ学生ですので、残り

の時間を有意義に過ごそうと思っています。残りの

学生生活を悔いの残らないように過ごすこと、就職

先の企業について勉強することが目標です。

私は残り少ない学生生活を満喫し、来年4月から

は、立派な社会人になれるようがんばっていきたい

と思います。

Campus Report 2

常磐短期大学
キャリア教養学科 2年

雲藤 ゆかり
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ゴール付近で競り合う練習。目で追えないほどのスピード感。

バ
ス
ケ
部
40
人
の
仲
間

ま
ず
、
キ
ャ
プ
テ
ン
に
チ
ー
ム
の
特

徴
を
聞
く
と
す
ぐ
さ
ま「
と
に
か
く

仲
が
い
い
こ
と
で
す
」と
の
答
え
が
。

「
部
活
の
メ
ン
バ
ー
は
全
員
で
40
人
。

こ
こ
ま
で
多
い
の
も
珍
し
い
と
思
い
ま

す
が
、
全
員
仲
が
い
い
。
み
ん
な
ミ
ニ

バ
ス
ケ
か
ら
始
め
て
こ
れ
ま
で
ず
っ
と

バ
ス
ケ
を
や
っ
て
き
た
者
同
士
、
意
見

が
合
い
ま
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
、考
え
方

が
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
話

し
合
い
ま
す
。
遠
慮
し
た
り
、恥
ず
か

し
が
っ
た
り
せ
ず
に
言
い
た
い
事
が
言

え
る
。家
族
に
近
い
も
の
が
あ
る
と
思

い
ま
す
」

ま
た
、「
今
年
は
メ
ン
バ
ー
の
身
長
が

低
い
ん
で
す
」と
い
う
。
バ
ス
ケ
で
は
、

対
戦
相
手
と
の
身
長
差
は
ハ
ン
デ
に

な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。「
だ
か
ら
、

ス
ピ
ー
ド
で
が
ん
ば
ら
な
い
と
い
け
な

い
。
リ
バ
ウ
ン
ド
を
取
っ
た
ら
速
攻
、

急
成
長
、そ
の
理
由
と
は

そ
ん
な
キ
ャ
プ
テ
ン
が「
い
つ
も
意

味
が
あ
っ
て
叱
っ
て
も
ら
う
か
ら
、
怖

く
は
な
い
」
と
信
頼
を
寄
せ
る
川
崎

監
督
。
2
0
0
0
年
度
に
共
学
に

な
っ
た
ば
か
り
の
常
磐
大
学
高
校
で
、

ま
だ
歴
史
の
浅
い
男
子
バ
ス
ケ
を
作

り
上
げ
た
立
役
者
で
す
。監
督
は「
初

め
は
選
手
も
集
ま
ら
ず
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
用
品
も
手
作
り
と
大
変
で
し
た

が
、
ま
ず
何
よ
り
学
校
生
活
を
き
ち

ん
と
過
ご
す
こ
と
を
基
本
に
考
え
、

周
囲
の
理
解
を
得
て
き
ま
し
た
。
部

の
設
立
か
ら
9
年
が
経
ち
、
今
で
は

﹃
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ら
常
磐
﹄と

地
域
に
認
め
ら
れ
る
ま
で
に
な
っ
て

い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。「
今
の
メ
ン

バ
ー
は
中
学
か
ら
の
ス
タ
ー
選
手
が
い

る
訳
で
は
な
い
の
に
、
予
想
外
の
が
ん

ば
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
昨
年
か
ら
県

ベ
ス
ト
4
に
入
り
始
め
、
夏
、
秋
と
準

優
勝
。
今
年
の
春
も
県
予
選
で
準
優

勝
し
関
東
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
だ

ん
だ
ん﹃
準
優
勝
﹄に
慣
れ
て
し
ま
っ
て

き
て
い
る
の
で
、
こ
の
辺
で
も
う
一
歩
が

ん
ば
り
た
い
。
試
合
前
で
も
特
別
な
こ

と
は
せ
ず
、
体
の
大
き
な
選
手
を
相
手

に
す
る
た
め
の
筋
ト
レ
、
体
力
作
り
を

し
っ
か
り
や
る
。
大
会
に
向
け
て
日
々

鍛
錬
あ
る
の
み
で
す
」

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
見
え
て
き
た
の

は
、
何
事
に
も
基
礎
を
大
切
に
す
る
姿

勢
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
。
派
手
な

ス
タ
ー
は
い
な
く
て
も
、
毎
日
地
道
に

鍛
え
抜
か
れ
た
常
磐
の
精
鋭
が
、
全
国

大
会
の
コ
ー
ト
に
出
る
日
も
近
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

今
回
は
、常
磐
大
学
高
等
学
校
の
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
を
レ
ポ
ー
ト
。

今
春
関
東
大
会
県
予
選
で
準
優
勝
を
飾
り
、勢
い
を
つ
け
て
い
ま
す
。

キ
ャ
プ
テ
ン
・
花
島
基
行
さ
ん
、監
督
・
川
崎
秀
典
先
生
に

お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

常
磐
大
学
高
等
学
校

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

川崎秀典 監督

キャプテン 3年

花島基行 さん

の
素
早
い
ス
タ
イ
ル
で
、
と
に
か
く

走
っ
て
、
身
長
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
」

彼
の
言
葉
通
り
、
ア
リ
ー
ナ
で
は
ク

イ
ッ
ク
パ
ス
や
ゴ
ー
ル
下
の
動
き
を
強

化
す
る
練
習
が
次
々
と
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
す
。

現
在
、茨
城
県
の
高
校
男
子
バ
ス
ケ

は
、
ま
さ
に
群
雄
割
拠
の
状
態
。
と

も
に
全
国
大
会
出
場
経
験
を
も
つ
取

手
松
陽
高
校
、
土
浦
日
本
大
学
高

校
、そ
し
て
着
実
に
力
を
伸
ば
し
て
い

る
常
磐
大
学
高
校
と
、
大
会
の
度
に

上
位
が
争
わ
れ
、
そ
の
勢
力
図
が
書

き
換
え
ら
れ
ま
す
。

お
話
を
伺
っ
た
の
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

県
予
選
を
控
え
た
6
月
初
旬
。「
前

回
の
大
会
で
は
、
取
手
松
陽
高
校
に

負
け
て
の
準
優
勝
で
し
た
。
今
の
目

標
は
と
に
か
く
ラ
イ
バ
ル
取
手
松
陽

高
校
に
勝
つ
こ
と
で
す
」と
次
に
向
け

た
想
い
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

部活動紹介

毎
日
の
積
み
重
ね
な
く
し
て
勝
利
な
し
。

調
子
が
イ
イ
時
だ
け
張
り
切
っ
て
や
る
の
は

誰
に
だ
っ
て
で
き
る
さ
。

素
質
は
磨
か
な
け
れ
ば
た
だ
の
石
こ
ろ
だ
。

素
質
が
あ
れ
ば
、み
ん
な
が
ち
や
ほ
や
す
る
さ
。

そ
れ
は
、君
の
将
来
に
期
待
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

残
し
て
き
た
も
の
に
敬
服
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
よ
。

「
も
う
ダ
メ
だ
」と
思
っ
た
と
き
の

ひ
と
ふ
ん
ば
り
が
勝
利
を
生
む
。

こ
っ
ち
が
ダ
メ
だ
と
思
っ
て
い
る
と
き

相
手
も
き
っ
と
そ
う
思
っ
て
い
る
さ
。

そ
れ
を
顔
に
出
し
た
方
が
負
け
さ
。

﹁
バ
ス
ケ
は
普
段
の
生
活
が
影
響
す
る
﹂
と
い
う
川
崎
監

督
。
ア
リ
ー
ナ
に
掲
示
さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
二
十
か
条

に
強
さ
の
秘
訣
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一〇
、

一、六
、

戦略次第で
強いチームにも

勝つことができるところ。
バスケはいかにたくさん

戦略があるかが
武器になるんです。

バスケットボールの魅力は？ キャプテンとして大切にするのは？

チームのまとまりです。
練習への集中力が

高まるので声を
出すことも大事です。
あいさつなど礼儀にも

気をつけます。

常
磐
大
学
高
等
学
校

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
選
手
心
得

※
印
象
に
残
る
3
項
目
の
み
抜
粋
し
ま
し
た
。
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